
知覚とメディア実装2 
「マルチモーダル」複数知覚の融合 

2023年度 
渡邉 賢悟 (渡辺電気株式会社) 

Creative Application A21

1



受講のてびき
• 本資料は作成者の解釈が含まれます, 答えのない議論があります 

• 前半で1テーマの紹介, 後半でテーマを深める議論を行います 

• 前期と後期がリンクしています. 予習復習の参考にしてください
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前期 A07 
◯◯のメディア論

後期 A21 
◯◯のメディア実装論



本日のテーマ

‣ 複数の知覚アクセスによるメッセージの強化
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前期概要

‣ 表現者による表現のメディア化の挑戦 
‣ 個人の内的感覚のアウトプットをうまく他者につなげるには？ 

‣ 別の個人と自分の思考を結びつける共通点 → 美への注目 
‣ 美の主観性と普遍性, 普遍性への思索
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マルチモーダル

‣ 「複数の手段による…」などの意 

‣ マルチモーダルは, 複数知覚を活用したメディア化を試みる 

‣ 美を意識した知覚へのアプローチ 

‣ 複数知覚の経路を用意する点は, アクセシビリティとも重なる
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メッセージングの強化
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‣ 複数知覚を活かしてメッセージを伝達しやすくする → メディア化の促進 
‣ 強く伝わる事に加え, 認識・思考が深まる → メディア性の向上

おいしい 
カレー

おいしそう 香りも味も 
おいしそう

🔊 < 本場インド

🍛 の香り

おいしい 
カレー



解釈の変化と増加
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‣ メッセージングを重ね合わせることで新たな発想が生まれる 

‣ 豊かな解釈が想起される → 発露した新たなメディア特性

おいしい 
カレー

おいしそう 本場でこの香り 
マトンがよさそう！

🔊 < 本場インド

🍛 の香り

おいしい 
カレー



まとめ

‣ 複数の知覚へアクションしてメッセージの伝達を図る 

‣ 受信者は複数の知覚刺激を合わせて, メッセージを読み解く 

‣ マルチモーダル 

‣ メッセージの伝達可能性を上げ, メディアとしての質をあげる 

‣ 解釈が豊かになり, 解釈同士の新たなつながりが生まれる
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本日の議論・考察一助

a. アクセシビリティとマルチモーダルの関係性について考えてみたい 

b. マルチモーダルを行う際のデメリットは何であろうか 

c. 具体的なマルチモーダルの工夫と実践についての議論
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次回予定

存在とメディア実装1 
「ホワイトスペース」無いは在る 
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